立命館創始140年・学園創立110周年記念
     「韓国併合」100年特別展＜巨大な監獄、植民地朝鮮に生きる＞

 　20世紀は、帝国主義国家の植民地支配と侵略戦争の時代でした。日本が朝鮮半島を併合した1910年から100年目の節目に当たる2010年においても、植民地支配の歴史清算問題は、東アジアの平和構築においても最も重要な課題として残されています。
 　植民地支配により朝鮮半島は朝鮮民衆にとって「巨大な監獄」となりました。本展示では、朝鮮での植民地支配の構造や当時の民衆の生活の実態を伝える資料を紹介します。朝鮮の開港から併合、植民地支配と戦争動員といった、日本による朝鮮植民地化と支配の歴史をわかりやすく紹介すると同時に、日記や公文書、チラシ、写真、遺物など、韓国の民族問題研究所が時間をかけて収集した貴重な資料を多数展示します。
 　立命館大学は、「韓国併合」100年の年に、立命館創始140周年、学園創立110周年を迎えました。このような節目の年に、本展示が、過去の100年間の日本がアジアにおいて犯した侵略と植民地支配の歴史を正面から見据えて、この歴史の教訓を次世代に伝え、現在まで続く植民地問題をともに考える機会となれば幸いです。

 ―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―

「韓国併合」100年特別展＜巨大な監獄、植民地朝鮮に生きる＞
 Colonial Rule and War Responsibility in East Asia, 1910-1945

 期間：2011年3月1日（火）～20日（日）
 会場：立命館大学国際平和ミュージアム中野記念ホール
 休館日　月曜日　開館時間　9：30～16：30（入館は16：00まで）
 主催：立命館大学コリア研究センター
　　　立命館大学国際平和ミュージアム　　　民族問題研究所

 ＜ギャラリートーク＞
 （1）3月5日（土）　第1回　水野直樹「植民地朝鮮の治安体制」
 （2）3月12日（土）　第2回　徐勝「東アジア平和と人権宣言」
 時間：14：00～（1時間程度）
 会場：立命館大学国際平和ミュージアムロビー
 ※第1回・第2回ともに、同じ時間、同じ会場で行われます。

 【お問い合せ先】
 立命館大学国際平和ミュージアム
 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1
 TEL：075-465-8151
 FAX：075-465-7899
 URL：http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/index.html

 ―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―

 「韓国併合」100年特別展記念　特別講座＜朝鮮植民地支配をどう見るのか＞

 日時：2011年3月1日（火）12：00～16：00
 会場：立命館大学創思館カンファレンスルーム
 プログラム：
 　開会式
 （1）許英蘭「朝鮮民衆から見た朝鮮植民地支配」
　　 （2）康成銀「日本の韓国併合の実態」
 （3）朴漢龍「民族解放運動の歴史と意義」
 （4）太田修「日韓条約と植民地支配問題」
 主催：立命館大学コリア研究センター、民族問題研究所
 ※参加費無料、同時通訳あり
 ※終了後、ガイドの展示案内あり

【お問い合せ先】
 立命館大学コリア研究センター
 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1　立命館大学修学館2F
 TEL：075-466-3264
 FAX：075-466-3247
 E-mail：korea@st.ritsumei.ac.jp
 URL：http://ricks2005.com

 ―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―◆―


